
第４回 トップアスリートのまち・北区推進協議会 次第 

 

    日時：令和 6 年 7 月 11 日（木）午後７時～ 

                    場所：北とぴあ 7 階第 2 研修室 

 

１ 開会 

 

２ 座長あいさつ 

 

３ 協議事項 

パリ 2024 オリンピック・パラリンピック競技大会関連事業について 

（資料１） 

 

４ 報告事項 

事業報告について（資料 2） 

 

５ 各団体・機関からの報告 

 

６ その他 

 

７ 閉会 

---------------------------------------------------------------------- 

【配付資料一覧】 

・次第 

・協議会構成員名簿 

・席次表 

・（資料１）パリ 2024 オリンピック・パラリンピック競技大会関連事業について 

・（資料１・別紙）パリ 2024 オリンピック・パラリンピック競技大会東洋大学出場予定選手情報 

・（資料２）事業報告について 

・コミスポたきのがわチラシ 

・ビジネスプランコンテスト 

・シブサワフェスタ 

・東京都障害者総合スポーツセンター 

・日テレ・東京ヴェルディベレーザ 

・独立行政法人日本スポーツ振興センター 

・北区スポーツ推進計画関連資料 
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区分 No. 団体･機関等 氏名（敬称略）

1 東洋大学　健康スポーツ科学部 齊藤　恭平

2 東洋大学　健康スポーツ科学部 谷塚　哲

3 北区スポーツ大使 高橋　勇市

4 北区スポーツ大使 上田　春佳

5 北区スポーツ大使 宇山　賢

6 北区スポーツ大使 小川　仁士

7 北区スポーツ大使 澤田　優蘭

8 日本スポーツ振興センター　ハイパフォーマンスセンター運営部 中村　勝尚

9 東京都障害者総合スポーツセンター 矢壁　彩　（※1）

10 東京都北区体育協会 田草川　昭夫

11 特定非営利活動法人　れっど★しゃっふる（総合型地域スポーツクラブ） 宮坂　一朗

12 コミスポたきのがわ（総合型地域スポーツクラブ） 大竹　秀樹

13 北区スポーツ推進委員協議会 葛西　大

14 東京ヴェルディ株式会社 太田　和哉

15 北区町会自治会連合会 長谷川　清

16 北区商店街連合会 成川　友英

17 東京商工会議所北支部 越野　充博

18 一般社団法人　東京北区観光協会 大前　孝太郎

19 公益財団法人　北区文化振興財団 遠藤　ひでみ　（※1）

20 北区立小学校体育会 中村　順子

21 北区立中学校体育会 守谷　暢明

22 北区立小学校PTA連合会 平田　賢

23 北区立中学校PTA連合会 桂　直樹　（※1）

24 北区青少年地区委員会 鈴木　將雄

25 北区青少年委員会 益川　吉晴　（※1）

26 北区政策経営部 藤野　浩史

27 北区政策経営部しごと連携担当室 中嶋　稔

28 北区地域振興部 雲出　直子　（※1）

29 北区教育委員会事務局教育振興部 倉林　巧　（※1）

（※１）人事異動等の事由により新たに構成員になられました。

【事務局】スポーツ推進課トップアスリートのまち推進係

行政

令和6年度　トップアスリートのまち・北区推進協議会構成員名簿

地域･産業

文化･観光

教育

スポーツ

学識経験者
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第 4 回 トップアスリートのまち・北区推進協議会 席次表 
令和 6 年 7 月 11 日（木） 
北とぴあ 7 階 第 2 研修室 

 
 
 
 
 
 
 

 

受付 

          

傍聴者席 

コミスポたきのがわ 
大竹 秀樹 

代理 仲本 治 

東京都北区体育協会 
田草川 昭夫 

事務局 
 
スポーツ推進課トップアスリートのまち推進係 

北区地域振興部 
雲出 直子 

北区政策経営部 
藤野 浩史 

北区スポーツ推進 
委員協議会 

 葛西 大 

北区中学校体育会 
守谷 暢明 

北区青少年委員会 
益川 吉晴 

 

東
洋
大
学 

 
 

 
 

 
 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部 

 

座
長 

齊
藤 

恭
平 

北
区
町
会
自
治
会
連
合
会 

長
谷
川 

清 
 

座
長 

副
座
長 

北区小学校 
PTA 連合会 
平田 賢 

 

北区青少年 
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鈴木 將雄 

 

北区文化振興財団  
遠藤 ひでみ 

北区中学校 
PTA 連合会 
桂 直樹 

東京北区観光協会 
大前 孝太郎 
代理 森 

 

北区小学校体育会 
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北
区
商
店
街
連
合
会 

 
 

 

成
川 

友
英 

東
京
商
工
会
議
所
北
支
部 

 
 

越
野 
充
博 

東
洋
大
学 

 
 

 
 

 
 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部 

 

谷
塚 

哲 

北区政策経営部 
しごと連携担当室 

中嶋 稔 
 

城北信用金庫 

常田 幸良 
  オブザーバー 

東京ヴェルディ 

関本 渉 
  オブザーバー 

日本スポーツ振興センター 
HPSC 運営部 
中村 勝尚 

  
東京都障害者総合 
スポーツセンター 
矢壁 彩 

  

コミスポたきのがわ 

玉瀬 
  オブザーバー 
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大
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事務局 

事
務
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石井 
  オブザーバー 
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【資料１】 

 
 

パリ 2024 オリン ピック・ パラリン ピック競技大 会 

関連 事業につ いて 

 

１ 要 旨  

令和 6 年 7 月から 9 月 にかけて 、パリ 2024 オリン ピック・ パ 

ラ リン ピッ ク競技 大会（ 以下 「パリ 大会 」） が開 催さ れる 。パ リ大 会に

出 場す る「 北区ス ポーツ 大使 ・ゆか りの アス リー ト」 （以 下「 スポ ーツ

大 使・ ゆか りのア スリー ト」 ）と連 携し た事 業を 展開 する こと で「 トッ

プア スリート のまち・北 区」の推進 や、東京 2020 オリ ンピック・パ ラ

リン ピック競 技大会のレガ シーの継 承・発展 を図っていく 。 

 

２ パリ大会 日程 

（１）オ リンピッ ク 

    開催 期間：令和 6 年 7 月 26 日（金） ～8 月 11 日（ 日） 

（２）パ ラリンピ ック  

    開催 期間：令和 6 年 8 月 28 日（水） ～9 月 8 日（ 日） 

 

３ 出場予定 選手 

（１）ス ポーツ大 使・ ゆかりの アスリー ト                 

                         ※ 順不同  

 （ ２）東洋 大学 

  ※別紙参 照 

 

 氏名 競技 ・種目  

オリンピ ック 

張本
はりも と

 智和
と もか ず

選手  
卓球  シング ルス 男子・混合・団

体男 子 

平野
ひ ら の

 美宇
み う

選手  卓球  シングルス 女子・団体女 子 

敷
し き

根
ね

 崇
た か

裕
ひろ

選手  
フ ェ ン シ ン グ 男子  フ ル ー レ （ 個

人・ 団体）  

尾
お

﨑
ざ き

 世
せ

梨
り

選手  フェ ンシング女子 サー ブル 

藤野
ふ じ の

 あ おば選手  サッ カー女子  

パラリン ピック  

澤田
さ わ だ

 優
う

蘭
ら ん

選手 陸上 競技 女子走 幅跳 T12 

岩渕
いわぶ ち

 幸洋
こ うよ う

選手  卓球  男子 クラ ス 9 

小川
お が わ

 仁
ひと

志
し

選手 車い すラグビー  
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４ 関連事業 （案）  

（１）周 知及び応 援 

パリ 大会に出場予 定のスポ ーツ大使 ・ゆかりのア スリート （以  

下「 出場予定アス リート」 ）の周知 を行い、区民 に対して 知名度  

を高 め、応援気運 の醸成に つなげる 。 

①応 援メッセ ージ の募集  

（ア ） 北 区ニュース（ 7/1 号）や 北区ホ ームページを 通じて、  

区民から出場 予定アス リートへ の応援メッセ ージを募 集す 

る。 

        （イ ）区内の学校 出身の出 場予定ア スリート に対 して、在 校生か  

らの 応援 メッセー ジを作成 する。  

※頂 いた 応援メッ セージは 区ホーム ページに掲載 、又はア  

スリート へ届ける 。 

②懸 垂幕の掲 出 

区役 所第二庁舎に 、パリ大 会出場予 定を周知する 懸垂幕を オリ 

ンピ ックとパラリ ンピック で期間を 分けて掲出す る。 

 

（２）パ ブリック ビュ ーイング の実施  

スポ ーツ大使・ゆ かりのア スリート が出場する試 合のパブ リッ 

クビ ューイングを 実施し、 区全体で 活躍を応援し 大会を盛 り上げ  

てい く。 

①実 施場所 

赤羽 体育館等 

    

    ②実 施申請の手続 き等につ いて 

申請 手続きやガイ ドライン について は、日本オリ ンピック 委員 

    会へ 問合せ中。  

 

（３）報 告会 

パリ 大会に出場し たスポー ツ大使・ ゆかりのアス リートと 区民 

の交 流を交えた大 会報告会 を実施す る。日程や場 所等詳細 は、今  

後調 整していく。  

また 、令和 6 年 9 月 27（金 ）～29 日（ 日） に赤羽体 育館で  

開催 される全日本 パラ卓球 選手権大 会（肢体の部 ）実施時 に、パ  

ラリ ンピック（卓 球）の報 告会を開 催する方向で 調整して いる。  

     な お、大会主催 者は一般 社団法人 日本肢体 不自 由者卓球 協会。  
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（４ ）その他  

①パリパ ラリンピ ック 水泳に出 場予定の 田中瑛伍 選手 （東洋大 ）と赤  

羽幼稚園 ・赤羽こ ども 園が「日 本パラ水 泳連盟と 東洋 大学との 連携協  

定」締結 に伴い、 連携 （協力） 園として 、交流事 業を 実施して いる。  

（ア ）園での 交流 活動 

   日程： 令和 6 年 6 月 24 日（ 月） 

   場所： 赤羽 幼稚園・ 赤羽こど も園 

   内容： 質問 タイム、 ゲーム大 会、給食 等 

（イ ）北区立 元気 ぷらざ（ プール） での交流 活動  

   日程： 令和 6 年 7 月 3 日 （水）  

   場所： 元気 ぷらざ  

   内容： 選手 によるデ モンスト レーショ ン、 園児との 触れ合い

上記 の他、パ リパ ラリンピ ック終了 後に交流 会等 を予定し ている。  

 

  ②車いす フェンシング 競技の日 本一を決 定する「 2024 第 2 回全 日

本車いす フェンシ ング 選手権大 会」を実 施する。  

   日程： 令和 6 年 7 月 28 日（ 日） 

   場所： 赤羽体育館  

   主催： 一般社団法人 日本パラ フェンシ ング協会  

   後援： 北区 
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【資料 1・別紙】 

 
 

１ パリ 2024 オリンピッ ク・パラ リンピッ ク競技大 会 

東洋大学 出場予定 選手 情報（東 洋大学 HP より 抜粋） 

 

①在学生  

   

 

 

 

 

 

 

 

②卒業生  

 

 氏名  競技 ・種目 

オリンピ ック 

竹原
たけ はら

 秀一
ひで かず

選手 水泳  男子 200 メート ル背泳ぎ  

松下
まつ した

 知之
とも ゆき

選手 水泳  男子 400 メート ルメドレ ー 

栁
やなぎ

田
だ

 大輝
ひ ろ き

選手 陸上  男子 4×100m リレ ー 

小川
お が わ

 大輝
だ い き

選手 陸上  男子 400m ハー ドル 

鏡
かがみ

 優
ゆう

翔
か

選手
せ んし ゅ

 レス リング 女子 76 ㎏級  

パラリン ピック 田中
た な か

 映伍
え い ご

選手 水泳  

 氏名  競技 ・種目 

オリンピ ック 

青木
あ お き

 玲
れ

緒
お

樹
な

選手 水泳  女子 100m 平泳 ぎ 

大橋
おお はし

 悠依
ゆ い

選手 水泳  女子 200 メート ル背泳ぎ  

白井
し ら い

 璃
り

緒
お

選手  水泳  女子リレー  

花 車
はなぐるま

 優
ゆう

選手  水泳  男子 200m 平泳 ぎ 

池田
い け だ

 向
こ う

希
き

選手  陸上  男子 20 ㎞競 歩 

川野
か わ の

 将
ま さ

虎
とら

選手  陸上  競歩・男女 混合リレ ー 

桐生
きり ゅう

 祥
よ し

秀
ひで

選手  男子 4×100m リ レー 

中島
なか じま

 佑
ゆう

気
き

ジ ョ セ

フ選 手 
男子 400m 

吉津
よ し づ

 拓
た く

歩
ほ

選手  男子 4×400m リ レー 

パラリン ピック 稲葉
い な ば

 将
しょう

選手  馬術  
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 【資料 2】 

 
 

令和５～ ６年度事 業報告に ついて  

 

１ 要 旨 

第３ 回トップ アスリートの まち・北 区推進協 議会（令和 6 年 2 月）後に 実

施した 「ト ップア スリート のまち ・北 区」推 進に関 する主な 事業 を報告 する。 

 

２ 事業 報告 

（１）日 テレ・東 京ヴェルディ ベレーザ との連携 事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ハ ンガリー 柔道協会交流 事業 

    ハ ン ガ リ ー 柔 道 協 会 来 日 に 伴 い 、 ハ ン ガ リ ー 柔道 コ ー チ と 交 流 事 業を

実施した 。 

 

①柔 道交流会  

○日 程：令和 6 年 3 月 23 日 （土）  

○場 所：滝野 川体育館・第 二武道場  

〇講 師：2 名  

〇参 加者：31 名  

 

②中 学校部活 訪問 

○日 程：令和 6 年 3 月 24 日 （日）  

○場 所：赤羽 岩淵中学校  

〇講 師：2 名  

  〇参 加者：10 名  

 

 

（３）卓 球選手権 大会を開催  

「2024 年ア ジア卓球選手 権アルマ トイ大会 （個人戦）兼 2025 

  年世 界卓球選 手権ドーハ大 会（個人 戦）アジ ア大陸予選会 男女日本  

  代表 選手選考 会」が開催さ れ、卓球 日本代表 クラスの選手 （パリ五  

輪代 表は除く ）男女各 20 名が 参加し た。区で は区民観戦事 業を実  

施し 、抽選に 当選した観戦 者はハイ レベルな 戦いを観戦し た。 

○日程： 令和 6 年 3 月 16 日（土 ） 

○場所： 味の素フ ィールド西が 丘 

○内容：北区が 進める「渋 沢 × 北区 新一

万円 札発行 100 日前フェス ティバル 」

の関 連イベン トとして、区内 在住・在 勤・

在 学 の 方 が ホ ー ム ゲ ー ム を お 得 に 観 戦

でき るイベン トを実施した 。 
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〇日程： 令和 6 年 6 月 20 日（木 ） 

予選リー グ （観戦者 67 名） 

    ：令和 6 年 6 月 21 日（ 金）  

準決勝・ 決勝 （同上 44 名 ） 

 〇場所 ：赤羽体 育館  

 

 

 

（４）東 洋大学健 康スポーツ科 学部健康 スポーツ 科学科との連 携事業  

  幅広い世 代を対象に「 トップア スリート のまち・ 北区 」を区内 外 

へ発 信すると ともに、スポ ーツによ る健康づ くりを推進し ていくた  

め、 東洋大学 健康スポーツ 科学部健 康スポー ツ科学科の学 生と一緒  

に、 スポーツ に関する様々 な企画や 事業を行 っている。  

 

①「スポ GOMI in 東洋大学 」開催  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「 HELSPO で楽しも う！親子 でエンジ ョイスポ ーツ 」開催  

 

 

 

令和 6 年 4 月 13 日、東洋 大学赤羽 台キャ

ンパ ス（赤羽台 1-7-11）周辺 で、令 和 6 年

度新 入生歓迎 行事として「スポ GOMI in 東洋

大学 」が開催 された。スポ GOMI は、ご み拾

い と ス ポ ー ツ を 組 み 合 わ せ た 日 本 発 祥 の 新 し

い ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の こ と 。 参 加 し た 新 入 生

354 人は 、赤羽台キャ ンパスを 中心とし た周

囲約 3km を歩き 、総重量 133kg のご みを回

収し た。 

令和 6 年 6 月 23 日、東洋 大学赤羽 台キャ

ン パ ス HELSPO HUB-3  多 目 的 室 １ で

「HELSPO で楽しもう ！親子で エンジョ イス

ポー ツ」が開 催された。令 和 4 年に開設 した

HELSPO アリ ーナを会 場として、親 子が楽し

め る ス ポ ー ツ （ 運 動 ） を 通 じ た 健 康 づ く り 企

画。北区 ニュース において参 加者を募 集し、数

十名 の参加が あった。 
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障害者スポーツセンター
のご紹介

やり たい！できるをカタチに！その先へ！

競技性のある

公益社団法人

東京都障害者スポーツ協会
14



安心・ 安全な設備・ 用具

多種多様な障害のある人が「 使いやすい、

分かり やすい」 ユニバーサルデザインの

設備だけではなく 、 パラスポーツ特有の

用具の設置、 その他用具も使いやすいよ

う に工夫をしています。

専門職の配置

スポーツ活動を支援する専門職が各施設、

全時間に常駐。 いつ来ても、 一人で来ても

スポーツの楽しさや達成感などを実感できる

よう なスポーツ支援・ 指導を提供いたします。

活動機会を通した人材育成

障害のある人のスポーツ活動をささえる

人材の育成・ 養成を行っています。

また、 障害のある人を指導する立場の者

として、 障害特性に応じた知識と指導方

法などを習得することができます。

東京都全域のパラスポーツ振興の

中核施設と しての機能

共生社会の実現に向けた各地域でコミ ュニティ ー

を作る事を目指し 、 関係機関・ 団体とセンターと

の連携・ 協働だけではなく 、 各地域の関係機関・

団体のつなぎ役としてスポーツ環境の充実をいた

します。 また、 障害のある人のスポーツ活動にお

ける『 相談役』 と してご利用いただけます。

障害者スポーツセンター
ってどんな場所なの？

障害の種類・ 程度、 目的に応じて、

安心・ 安全にスポーツができる施設です。

また東京都全域のパラスポーツ振興
の中核施設と して

都内の関係機関・ 団体と連携・ 協働し 、

スポーツ環境の充実に努めています。

障害者スポーツセンター 関係機関・ 団体

行政、 公共スポーツ施設

医療・ 福祉・ 教育機関

民間スポーツクラブ、 企業

障がい者スポーツ指導員

連携・ 協働
「 できる」   

が見つかる！

「 できた」   
が増えた！

多様なプログラム
個々に合わせたインテークや個別支援を通じて、

不安を解消し “ やり たい思い” や自信を見つけ

ることができます。 また、 障害の種類や程度に

応じた各種教室・ 大会を実施するだけではなく 、

障害の有無を問わない事業などを通して、

相互理解・ 協力の場を創出しています。

など

障害のある人のスポーツを通じた

「  社会参加 」

15



運動に対する  『 不安』 や 『 やり たい』 思いと真剣に向き合いながら、

できるスポーツを一緒に探し 、 障害のある人の チャレンジする気持ちを後押しします!

障害者専用のスポーツ施設で働く 人
ってどんな人？

A. 既存のルールを緩和したり 、 用具を工夫することで、

誰もがスポーツに参加できる方法をご提案します。

想像力・ 創造力02 各施設や場所の特色を理解し 、 環境を整える

発信力・ 調整力・ 情報収集力03 東京都全域の障害者スポーツに関する情報を積極的に発信し 、

関係機関・ 団体をつなげる

動画配信中！
障害者スポーツセンターの施設紹介動画 を配信中！

支援力・ 指導力01 多様な障害の種類・ 程度、 目的などを問わず、

一人ひと り に向き合いスポーツ支援・ 指導ができる

A. 身体の状態や医師からの助言を聞きながら、

体の動かせる範囲や筋力など障害の状況を把握した上で、

道具を使用した運動や水中での運動を提案します。

Q. 重度の肢体不自由があるが、
何ができるか分からない・ ・ ・

Q. 障害のある我が子と 日常的に
スポーツに取り組みたい・ ・ ・

Q.  障害の有無に関わらず、 みんなで
 スポーツをし たい・ ・ ・

Q.  障害のある人に、 一般のスポーツ施設
 でも、 安心し て利用し て欲しい・ ・ ・

Q.  障害のある人が病院や支援学校を
卒業後、 運動を継続し たい・ ・ ・

Q. 障害者スポーツの知識やノ ウハウを
教えて欲し い・ ・ ・

A.支える人達も一緒に楽しめる種目や実施方法を

提案して、 家族みんなの『 生涯スポーツ』 に

繋げる支援・ 指導をします。

総合SC 多摩SC

A. 施設にある既存の器具やマシーン等に対して

安全面・ 運営面等に配慮した工夫やアイデアを

ご提案します。

A. 東京都には障害者専用のスポーツセンターが２ カ所

あり ます。 そこでは、 個人利用・ 教室や大会等も

行っています。 また、 当事者の身近な地域での

スポーツの場（ 機会） の情報をご提供します。

A. 障害当事者への支援・ 指導だけでなく 、

支える方々に対し て、 障害者スポーツ体験会や研修会を

開催し ます。 また行政からの相談に対しても 、 経験や知識

等の情報提供をし ていきます。

16



4 6 0
送迎バス
発着所

東京家政
大学

帝京大学

陸上自衛隊

十
条
駅

JR

埼
京
線

↑

赤
羽

池
袋↓

4 55

王子神社

十条駐屯地 北とぴあ

広域図

条
駅

十

北区中央公園東京都立
北特別
支援学校

東京
成徳大学

東京都立王子
特別支援学校

陸上自衛隊
十条駐屯地

東京都立

北療育医療

センター

東京都障害者総合
スポーツセンタ ー

〒114- 0033 東京都北区十条台1－2－2

東京都障害者総合スポーツセンター

● JR埼京線「 十条駅」南口より 点字ブロッ クが

敷設さ れています。（ 徒歩 約10分）

● JR「 王子駅」と JR「 池袋駅（ 西巣鴨経由）」より

無料送迎バスを運行し ています。

所在地

TEL 03- 3907- 5631 03- 3907- 5613

Twi t t er ＠t sadsogo

交 通

FAX

東京都多摩障害者スポーツセンター

スポーツセンター

紹介動画配信中

総合SC 多摩SC
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北区スポーツ推進計画（令和２年３月策定）の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅴ スポーツ施策 
 

Ⅵ 計画の評価 
 

・計画における各施策を効果的に実施していくために、庁内への「進捗状況調査」を毎年行い、施策の進捗状況を把握。 

・区民やスポーツ団体等から評価する機会を設けるために、「スポーツ活動に関するアンケート調査」等を適時行う。 

 

１ ライフステージ等に応じてスポーツ

を楽しめる機会づくり 
 

・子ども、働き盛り･子育て世代、高齢者等、ま

た、障害のある方もない方も、ライフステージ

や一人ひとりの区民の状況に応じたスポーツ

活動やそのための機会づくりを推進する。 

Ⅰ 計画の位置付け 
 

・国及び東京都の「第２期スポーツ基本計画」や「東京

都スポーツ推進総合計画」と北区の「北区基本計画」

や「北区教育ビジョン」等の関連計画との整合性を図

り、すべての世代のスポーツ推進のための行動計画と

して位置付ける。 

Ⅱ 現状からみた今後の課題 
 

 
（１）全般的な課題 

・成人の運動習慣の形成とスポーツ実施率の 
さらなる向上 

・家庭･学校･地域の連携によるスポーツ推進 
・スポーツを支える人材の育成･確保 
・スポーツを行う環境の整備 

・東京 2020 大会を契機としたスポーツ推進 
 

（２）世代別の課題  

・子どもの体力向上とスポーツ参加機会の拡充  
・働き盛り･子育て世代がスポーツをしやすくなるきっ

かけづくり 
・高齢者の健康増進やいきがいづくり、社会参加として

のスポーツプログラムの作成 
 

（３）障害の有無に関わらないスポーツ推進の課題  

・障害者のスポーツの促進  
・障害者スポーツへの理解･関心の向上  
・障害者が気軽にスポーツができるきっかけや 

なかまづくり 
・障害者スポーツの指導者･スポーツボランティアに 

興味を持ってもらうきっかけづくり 
・障害者に対する支援者の確保 
 

（４）地域スポーツの推進に関する課題  

・総合型地域スポーツクラブの充実 
・スポーツボランティアの充実 
・地域のスポーツ団体の活性化 
 

（５）施設･環境に関する課題  

・情報発信の充実 
・身近なところで運動やスポーツができる場の整備 
・スポーツ施設及び経路のバリアフリー整備 

２ スポーツを通じた地域の活力向上と

体制づくり 
 

・様々な区民のスポーツニーズに対応した指導

者等の人材の育成を進める。また、地域におけ

る様々なスポーツ団体クラブの支援と育成に

取り組む。 

Ⅲ 計画の基本理念(目指すべき姿) 
 

「スポーツで創る地域のきずな 

スポーツを楽しめるまち北区」 

～スポーツを通して地域の交流や連携・協働を促し、区民一人ひとりが、いつでも、 

どこでも、だれとでも、いつまでも スポーツを楽しめるまちをめざします。～ 

Ⅳ 数値目標 
 

・18 歳以上のスポーツ実施率  
平成 30 年度 43.4%（現状）⇒令和 5 年度 55% ⇒令和 10 年度 65% 

・働き盛り･子育て世代のスポーツ実施率 

平成 30 年度 35.1%（現状）⇒令和 5 年度 40% ⇒令和 10 年度 50% 

・障害者のスポーツ実施率 

平成 30 年度 32.9%（現状）⇒令和 5 年度 40% ⇒令和 10 年度 45% 

３ 気軽にスポーツに関わることが 

できる環境づくり 
 

・行政だけでなく、スポーツ関係団体、学校等、

様々な主体が連携･協働し、身近な地域で気軽

にスポーツを楽しむことができる環境を整え

る。 

＜基本目標＞ 

（２）働き盛り･子育て世代のスポーツ活動

への参加促進 
（３）高齢者のスポーツ参加促進といきがい

づくり 

（４）障害の有無に関わらないスポーツ推進 

（１）スポーツを支える人材の育成･活躍 

（２）地域のスポーツ団体の育成･支援･充実 

（３）家庭･学校･地域の連携による 

スポーツ推進 

（１）身近なところでスポーツができる施設

の充実 

（２）スポーツ観戦環境の充実 

（３）スポーツ推進のための庁内連携 

（１）子どもの体力向上とスポーツ 

参加機会の拡充 

①幼児期からの運動習慣の取組み  
②学校体育に関する活動の支援  
③スポーツ体験･運動遊びの参加機会の拡充

①子育て世代の運動習慣の形成  
②成人向けの運動･スポーツの啓発 

①高齢者がスポーツを楽しむきっかけづくり  
②高齢者のいきがいづくり･介護予防事業の推進 

①だれもがスポーツを楽しむきっかけづくり  
②スポーツを始めるきっかけづくり 

①スポーツ指導者の育成と資質向上  
②スポーツボランティアの育成･活躍 

①総合型地域スポーツクラブの設立･支援  
②総合型地域スポーツクラブ間の交流や施設･ 

学校との連携事業の促進 
③北区体育協会等との連携･活性化 

①学校ファミリーにおけるスポーツ交流の推進  
②子どもたちの放課後対策  
③家庭･地域におけるスポーツ機会の拡充 

①拠点となるスポーツ施設の整備 
②身近なスポーツの場の確保 
③学校等体育施設の地域開放の推進 
④国・東京都や民間スポーツ施設との協力関係の構築 

①スポーツ観戦の魅力発信  
②スポーツ観戦のためのバリアフリー整備 

①スポーツに関する情報提供の充実  
②庁内連携体制の検討 

＜取り組みの方向＞ ＜重点施策＞ 

（５）全世代を対象としたスポーツ推進 

（４）東京 2020 大会を契機とした「トップ

アスリートのまち･北区」の推進 

①障害者がスポーツを楽しむきっかけづくり  
②障害者がスポーツを継続できる場の充実  
③障害者スポーツの理解促進･普及啓発 

①東京 2020 大会におけるレガシーの創出･活用 
②トップアスリートの育成をめざしたスポーツ事業 

の推進 

①JOC、HPSC、大学との連携の推進  
②トップアスリートとの好循環に向けた取組み 
③スポーツ交流･イベントの活用 

（５）スポーツ交流等による競技力の向上 
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国 第３期スポーツ基本計画（令和４年 3 月策定）の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅲ 今後５年間に総合的かつ計画的に取り組む施策 
 

Ⅳ 施策の総合的かつ計画的な推進のために必要な事項 
 

・ＥＢＰＭ（Evidencebased Policymaking／エビデンスに基づく政策立案）の推進。 ・ニーズや社会の動向等を意識したツール（ＳＮＳ、動画配信サービス等）を用いた広報活動の推進。 

・スポーツ振興投票制度の活用と、クラウドファンディングやスポーツデータの活用による新たなビジネスモデルの展開。 

・「国民」「スポーツ団体・民間事業者」「地方公共団体」が連携・協力し、各々の役割を果たすこと。 

１ 多様な主体におけるスポーツの機会創出 
国民のスポーツ実施率を向上させ、日々の生活の中で一人一人がスポーツの価値

を享受できる社会を構築する。 

Ⅰ 第３期スポーツ基本計画の策定趣旨 
 

・スポーツ基本法に基づく第３期スポーツ基本計画は、令

和４～８年度の５年間における、スポーツ立国の実現を

目指す上での重要な指針。 

・第３期計画では、「スポーツそのものが有する価値」や

「スポーツが社会活性化等に寄与する価値」を更に高め

ていく施策に取り組み、スポーツの多様性と可能性を追

求。 

・新型コロナウイルスの影響下のもと開催された東京大会

のスポーツ・レガシーの継承・発展を取り組むべき施策

として位置付け。 

Ⅱ 中長期的なスポーツ政策の基本方針と

第３期計画における 「新たな視点」 
 

 
【第３期計画において推進するための 

新たな３つの視点】 
 
１ 社会の変化や状況に応じて、既存の仕組みにとらわれ

ずに柔軟に対応するというスポーツを「つくる／はぐく

む」という視点。 
 
 
２ 様々な立場・背景・特性を有した人・組織が「あつま

り」、「ともに」活動し、「つながり」を感じながらスポー
ツに取り組める社会の実現を目指すという視点。 

 
 
３ 性別、年齢、障害の有無、経済的事情、地域事情等に

かかわらず、全ての人がスポーツにアクセスできるよう
な社会の実現・機運の醸成を目指すという視点。 

①広く国民一般に向けたスポーツを実施する機会の創出 
②学校や地域における子供・若者のスポーツ機会の充実と体力の向上 
③女性、障害者、働く世代・子育て世代のスポーツ実施率の向上 
④大学スポーツ振興 

スポーツ実施率(週 1) 
56.4％⇒70％ 

          など 

＜施策＞ ＜成果指標＞ 

２ スポーツ界におけるＤＸの推進 
スポーツ界においてＤＸを導入することで、様々なスポーツに関する知見や機会

を国民・社会に広く提供することを可能とし、スポーツを「する」「みる」「ささ
える」の実効性を高める。 

３ 国際競技力の向上 
我が国のアスリートが国際競技大会等において優れた成績を挙げることを目標としてひたむきに努力

し、試合で躍動する姿は、国民の誇りや喜び、感動につながり、国民のスポーツの関心を高めるもの

であり、これを通じて国に活力をもたらすものであることから、（公財）日本オリンピック委員会

（ＪＯＣ）及び（公財）日本パラスポーツ協会日本パラリンピック委員会（ＪＰＣ）と連携し、各Ｎ

Ｆが行う競技力向上を支援する。そうした取組を通じ、夏季及び冬季それぞれのオリ・パラ競技大会

並びに各競技の世界 選手権等を含む主要国際大会において、過去最高水準の金メダル獲得数、メダ

ル獲得総数、入賞数及びメダル獲得競技数等の実現を図る。 

４ スポーツの国際交流・協力 
スポーツの国際交流・協力を進めることで、スポーツ界における我が国の国際的

な位置づけを高めるとともに、スポーツを通じた国・地域・人々のつながりを強

める。 

５ スポーツによる健康増進 
地域住民の多様な健康状態やニーズに応じて、関係省庁で連携しつつ、スポーツ

を通じた健康増進により健康長寿社会の実現を目指す。また、厚生労働省の策定

する「健康日本21」に掲げる健康寿命の延伸に、スポーツ実施率の向上を通じ
て貢献する。 

６ スポーツの成長産業化 
スポーツ市場を拡大し、その収益をスポーツ環境の改善に還元し、スポーツ参画

人口の拡大につなげるという好循環を生み出すことにより、スポーツ市場規模
5.5 兆円を2025 年までに15 兆円に拡大することを目指す。 

７ スポーツによる地方創生、まちづくり 
全国各地で特色ある「スポーツによる地方創生、まちづくり」の取組を創出さ

せ、スポーツを活用した地域の社会課題の解決を促進することで、スポーツが地
域・社会に貢献し、競技振興への住民・国民の理解と支持を更に広げ、競技振興

と地域振興の好循環を実現する。 

８ スポーツを通じた共生社会の実現 
誰もが「する」「みる」「ささえる」スポーツの価値を享受し、様々な立場・状況

の人と「ともに」スポーツを楽しめる環境の構築を通じ、スポーツを軸とした共
生社会を実現する。 

９ 担い手となるスポーツ団体のガバナンス改革・経営力強化 
スポーツの機会提供等の主要な担い手となるスポーツ団体のガバナンス改革・経

営力強化を図ることで、国民がスポーツに関わる機会の安定的な確保に資する。 

11 スポーツを実施する者の安全・安心の確保 
スポーツを実施する者が、本人の希望しない理由等でスポーツから離れたり、ス

ポーツに親しむ機会を奪われたりすることがないよう、スポーツを実施する者の
心身の安全・安心を確保する。 

12 スポーツ・インテグリティの確保 
我が国のスポーツ・インテグリティを高め、クリーンでフェアなスポーツの推進

に一体的に取り組むことで、国民・社会がスポーツの価値を十分に享受できるよ

うな取組を進める。 

①先進技術・ビッグデータを活用したスポーツ実施の在り方の拡大 
②デジタル技術を活用した新たなビジネスモデルの創出 

①中長期の強化戦略に基づく競技力向上を支援するシステムの確立 
②アスリート育成パスウェイの構築 
③スポーツ医・科学、情報等による多面的で高度な支援の充実 
④地域における競技力向上を支える体制の構築 

①国際スポーツ界への意思決定への参画  ②スポーツ産業の国際展開 
③スポーツを通じた国際交流・協力の促進 
④国際競技大会の招致・開催に対する支援 
⑤オリ・パラ教育の知見・経験等をいかした教育活動の展開 

①健康増進に資するスポーツに関する研究の充実・調査研究成果の利用促進 
②医療・介護、民間事業者・保険者との連携を含む、スポーツによる健康増進

の促進 

①スポーツによる地方創生、まちづくり 
②周辺地域の整備と調和のとれた国立スポーツ施設の民間事業化の推進 

①障害者スポーツの推進 
②スポーツを通じた女性の活躍促進 

①スポーツ指導における暴力・虐待等の根絶 
②アスリートに対する誹謗中傷・写真や動画による性的ハラスメントの防止 
③スポーツ事故・スポーツ障害の防止 

①スポーツ団体のガバナンス強化・コンプライアンスの徹底 
②紛争解決制度の整備 
③ドーピング防止活動の推進 

10 スポーツの推進に不可欠な「ハード」「ソフト」「人材」 
国民がスポーツに親しむ上で不可欠となる「ハード（場づくり）」「ソフト（環境

の構築）」「人材」といった基盤を確保・強化するため、場づくりや環境の構築、

スポーツに関わる人材の育成等を進める。 

①地域において、住民の誰もが気軽にスポーツに親しめる「場づくり」の実現 
②地域のスポーツ環境の構築 
③スポーツに関わる人材の育成と活躍の場の確保 

ＩＦ等の役員ポスト 
37 人⇒維持・拡大 

          など 

スポーツ・健康まちづくりに 
取り組む地方公共団体 

15.6％⇒40％  
         など 

障害者のスポーツ実施率(週 1) 
31.0％⇒40％ 

         など 

個別施設計画の策定率 
（対策の優先順位の考え方等を記載） 

11％⇒50％ 
         など 
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Ⅳ 目標達成に向けた施策展開 
 

Ⅴ 計画の着実な推進と進行管理 
 

・本計画に掲げる取組は、東京都が牽引役となり、区市町村、関係団体、企業、都民等、様々な主体との連携・協働によって推進。 

・数値目標や各政策目標の達成指標の現状を、東京都スポーツ振興審議会に報告し、可能な限り具体的な数値等の根拠 （Evidence）をもって、達成状況の把握・評価を行う。 

・平成 32（2020）年までについては、年次計画を策定し工程を示すことで進行管理を的確に実施。 

 

１ スポーツを通じた健康

長寿の達成 
 

【将来イメージ】 

・都民の誰もが、気軽にスポーツ

に親しむことによって、心身の

健康が維持・増進し、いきいき

と生活しています。 

 

Ⅰ 策定の背景・位置付け 
 

・東京 2020 大会及びラグビーワールドカップ 2019™

の開催決定や、都民の障害者スポーツへの関心の高まり

など、都のスポーツを取り巻く環境は大きく変化。 

・上記の環境変化を的確に捉え、新たな施策を効果的に展

開するとともに、スポーツ振興全般について、障害のあ

る人に配慮した視点を持って施策を普遍的に展開して

いくため、現行の「東京都スポーツ推進計画」（平成 25

年 3 月策定）と「東京都障害者スポーツ振興計画」（平

成 24 年 3 月策定）の２つの計画を統合し、本計画を策

定。 

Ⅱ 基本理念 
 

「スポーツの力で東京の未来を創る」 

 
・都民のスポーツ実施率７０％を達成し、誰もが、いつで

も、どこでも、いつまでもスポーツを楽しみ、スポーツ
の力で人と都市が活性化する「スポーツ都市東京」を実

現。 

①スポーツをすることへ

の関心喚起 

②スポーツを始める機会

の創出 

③スポーツを身近ででき

る場の確保 

④成長段階にある児童・

生徒の体力向上 

⑤競技力向上の取組を通

じたスポーツ実施の推

進 

 

１年間にスポーツを実施しなかっ

た都民（18 歳以上）の割合 

15.0％⇒7.5％⇒7.5％を維持 

 

スポーツが「嫌い」「やや嫌い」

と回答する中学２年生の割合 

男子 11.8％⇒－⇒5％ 

女子 21.8％⇒－⇒10％ 

 

１年間にスポーツを支える活動を行

った都民（18 歳以上）の割合 

13.1％⇒20％⇒20％ 

を維持など 

＜達成指標＞ 

現状⇒2020 年⇒2024 年 

＜政策指針＞ 

Ⅲ 主な内容 
 

 

・「スポーツ都市東京」の実現に向け、3 つの政策目標を
設定 

 
政策目標１ スポーツを通じた健康長寿の達成 
・ＴＯＫＹＯスポーツ施設サポーターズ 
・ボランティア活動気運の維持・継続 

 
政策目標２ スポーツを通じた共生社会の実現 
・女性アスリートに対する競技力向上支援 
・東京 2020 大会の会場のバリアフリー化 
 
政策目標３ スポーツを通じた地域・経済の活性化 

・スポーツクラスターの整備と活用 
・ラジオ体操を活用したスポーツ実施の推進 

＜政策目標＞ 

するスポーツ みるスポーツ ささえるスポーツ 

障害のある都民（18 歳以上）の

スポーツ実施率 

42.0％⇒50％⇒55％ 

 

20～30 歳代女性（都民）の 

スポーツ実施率 

19.2％⇒－⇒40％ 

 

60 歳以上の都民のスポーツ実施率 

65.5％⇒75％⇒75％を維持 

１年間にスポーツを直接観戦した

都民（18 歳以上）の割合 

39.3％⇒50％⇒50％を維持 

 

東京 2020 大会に出場する都が発掘・

育成・強化したアスリート数 

オリンピック 100 人（2020 年） 

パラリンピック 25 人（2020 年） 

 

都内のスポーツ市場規模 

（スポーツ GDP） 

0.57 兆円⇒1.04 兆円 

⇒1.46 兆円 

２ スポーツを通じた共生

社会の実現 
 

【将来イメージ】 

・障害の有無や年齢、性別、国籍

等を問わず、全ての人が分け隔

てなくスポーツを楽しみ、互い

を理解・尊重しながら共生して

います。 

 

３ スポーツを通じた地

域・経済の活性化 
 

【将来イメージ】 

・都民が様々なスポーツを日常

的に楽しむとともに、企業・地

域団体等もスポーツの楽しさ

を実感できるサービス等を提

供し、地域や経済が活性化して

います。 

 

①スポーツをみることの

魅力発信 

②スポーツをみる機会の

創出 

 

①スポーツを支える人材

の育成 

②スポーツによる事故防

止等の推進 

③スポーツを支える都民

の顕彰等 

 

①誰もが楽しめるスポー

ツへの理解促進 

②障害の有無に関わらな

いスポーツ振興 

③幼児・子供のスポーツ

振興 

④高齢者のスポーツ振興 

⑤性別に関わらないスポ

ーツ振興 

①障害者スポーツの更な

る魅力発信 

②誰もが気軽に観戦でき

るスポーツ環境の整備 

 

①多様なスポーツの振興

に向けた人材の育成 

②多様なスポーツを支え

る基盤づくり 

③スポーツを通じた被災

地支援 

 

①スポーツクラスターを

核とした地域の活性化 

②官民連携によるスポー

ツ気運の醸成 

③東京を活性化させるス

ポーツイベント等の 

展開 

④地域におけるスポーツ

活動の推進 

 

①スポーツ観戦の魅力発

信 

②アスリートの活躍を通

じたスポーツ気運の醸

成 

③スポーツ施設における

観客の満足度向上 

 

①スポーツに関する技術

開発・市場開拓への支

援 

②地域や経済の活性化に

寄与した団体等の顕彰 

③スポーツを通じた国際

交流 

 

※令和６年度に改定予定 
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